
A long rain fell.
And the cherry blossoms faded. 
My beauty also faded
ーー as I gazed at the cherry blossoms. 
I can't believe so much time has passed.

3年1組 野田先生賞

⾧雨が降った。そして
桜がかれて色が褪せた。
私の美しさも桜を眺め
ながら色褪せてしまっ
た。こんなにも時間が
たつなんて。

Aさん

■この詩には「⾧雨」と「眺め」、「降る」と「経る」のようにかけている部分が
あるから、そこをそのまま英語で表現して作者の意図を生かした。
■そしてこの和歌には「悲しみの感情」が込められているが、紀貫之は「悲しみの
ような表現は暗示されるべきであって、直接詠むものではない。」としていること
から、英訳でも sad などの感情表現を入れずに、「こんなにも時間が立つなんて」
という表現に置き換えて悲しみを表現した。
□所々、工夫はしたけれどお手本の英訳のようなうまい表現ができず、直訳のよう
な感じになってしまったので、もっと詩のことについて考えたり、掛けている表現
を英語にするときにどの単語を使えば詠み手が読みやすくなるかを試行錯誤するこ
とが必要だと感じた。

＊どの英訳も素敵でしたが、あえて最優秀賞を選ぶなら…



野田先生のコメント

⾧雨が降った。そして
桜がかれて色が褪せた。
私の美しさも桜を眺め
ながら色褪せてしまっ
た。こんなにも時間が
たつなんて。

■A long rain fell. And the cherry blossoms faded.で、⾧雨が降り、桜の花が褪
せてしまったことを過去の事実として先出しした上で、My beauty also fadedと
「わが身」についての在り様も表現しているが、遠くの景色から自分へと視点移動
していくことが、単純な過去形の描写で伝わってくる。
■As I gazed at について、動詞gazeは、対象に対して⾧時間視線を注ぐことを意図
する単語だが、英英辞典によると特にその対象となるものや人に驚きや愛情を感じ、
思っているからこそ目線を向けてしまうというニュアンスを持っている。そのため、
桜を何かに見立てながら物思いにふける姿がよく表現できている。

■最終行で、I can’t believe ~と現在形を用いているのも、前述の視点の変化を印
象付けるのに効果的である。既に手が届かなくなってしまった過去の事実を踏まえ、
今、ここで「わが身」として嘆く表現として読み取ることができる。さらに、
believeの内容（thatが省略されたthat節の中身）がso much time has passedと
なっているが、過去形でなく現在完了形にすることで、「過ぎてしまった感」を現
在の自分自身に引き付けるような描写となっている。

3年1組 野田先生賞



⾧雨が降った。そして
桜がかれて色が褪せた。
私の美しさも桜を眺め
ながら色褪せてしまっ
た。こんなにも時間が
たつなんて。

■余談だが、古語における「完了」は、英語の世界での「完了(have+過去分詞)」
の感覚とは少し異なる印象がある。英語では、have +過去分詞を用いることで、
「過去に起きたことが現在まで続いている」という感覚になるのが基本である。

一方で、古語における「完了」は、事が済んでしまった・成してしまった、とい
うこと自体を嘆くようなニュアンスがあるように思える。

このように、ひとつの事物を別個の言語で表現した時、それぞれの訳語が完全に
同じような事実や概念を示しているわけではないことが意外と多い。AIの発達とと
もに機械翻訳の精度は日々高くなってきているが、このような意味の重なり（また
は重ならないで取り残された部分）についてまで思いを馳せながら、一人の人間と
して複数の言語を行き来する（戸惑ったり間違えたり言い直したりする）ことこそ、
真の意味でのコミュニケーションなのだろうと思う。

野田先生のコメント 3年1組 野田先生賞



Pointless time 
The rain falls with tears 
The fading beauty 
Cherry blossoms and the heart resonate 
As if they knew each other's deadlines

3年3組 野田先生賞
無意味な時間だ
雨は涙とともに降る
色褪せていく美しさ
桜と心は共鳴する
互いの期限を知ってい
るかのように

Bさん ＊どの英訳も素敵でしたが、あえて最優秀賞を選ぶなら…

■小町は桜を自分の容姿と重ねていて、桜は枝の上で咲き誇っている間は人々に美
しいものとして鑑賞されるが、散ったあとは簡単に色が変わり人々から見放される。
そして小町も美しかった昔の面影のない今、人々から見放される。小町は孤独とな
り人生の彩りを感じないときに桜を見て「桜も私と同じですね。」と物思いにふけ
る。無駄だと思う人生において時の流れが遅く感じても、雨が一定に降ることは変
わらない。そして、自分の美貌を失ったことで零れそうになる涙は雨とともに降る。
散った桜、老いた小町、お互いに似た者同士である桜＝小町を主軸にして、お互い
が意識し合っているかのような訳にした。
■また、小町の悲しみを表現する描写として「⾧雨」を用いて、小町の涙が雨に溶
け込む描写が浮かぶようにした。「年老いていく」だと小町だけに限定した表現に
なってしまうので、「色褪せる」という表現にして桜と小町がどちらも容姿の変化
を生じていることが伝わるように工夫した。



3年3組 野田先生賞野田先生のコメント

⾧雨が降った。そして
桜がかれて色が褪せた。
私の美しさも桜を眺め
ながら色褪せてしまっ
た。こんなにも時間が
たつなんて。

■Pointless time「無意味・無価値な時間」から始まっているが、過去をバッサリと
「意味・価値がない」と最初に言い切ることで、この後の展開の「悲壮感」を先取
りすることができている。英語では文の基本形（S+V ~）を取ることが大切ではあ
るが、詩としての表現の中では、このように名詞や形容詞だけで言い切ってしまう
ことも効果的である。
■The rain falls with tears「泣きながら雨が降る」の部分が、fallsとtearsで韻を
踏んでいて、音的にリズムが良い。元の一首には泣いているという描写はないが、
雨と涙を一緒に表現しているのは実に詩的である。最初の「無意味」という言葉が
ここにも影響しているように感じられ、「泣いても意味がないことは分かっている
けれど、雨の中で泣けば、自分の頬を伝う涙にも気付かないで済むのだから…」と
いった思いを表しているようにも解釈できる。
■The fading beauty「色褪せていく美しさ」は、雨の中で泣いている自分（かつ
ては絶世の美女だった小野小町）のことを遠回しに言っているように思える。この
fading は、現在分詞（-ing）として 名詞 beauty に付いているが、このように名
詞の前に付く語句は、英語では名詞の意味範囲を「限定」する役割を担っており、
他の種類の美（華やかな美など）ではない、色味のトーンが落ちて消えつつある美
のことを明確に示している。



⾧雨が降った。そして
桜がかれて色が褪せた。
私の美しさも桜を眺め
ながら色褪せてしまっ
た。こんなにも時間が
たつなんて。

野田先生のコメント

■Cherry blossoms and the heart resonate「桜の花と心は共鳴する」は、一見す
るとその真意を掴みにくいが、桜の花びらが枝から揺れ落ちる時の、人間には聞き取
れない微細な音が、心臓の鼓動と共鳴し合うことを意図しているように感じられる。
桜の色が褪せ、やがて地面に落ちてしまう様子と、heart（喜怒哀楽など人の強い感
情が宿るとされている「心」を示す語）の鼓動が聞こえるという発想が実に詩的であ
る。
■As if they knew each other’s deadline「互いの期限を知っているかのように」
について、deadline は「期限・締切」を示す極めて事務的な表現であるが、現代の
詠み人（普段から締切に追われている忙しい高校生）らしいワードセンスである。そ
して、前節にある「共鳴」の様子を例える as if ~ によって、やがて「期限」が来て
共鳴し合える関係が終わってしまうことも暗示されているように感じられる。

3年3組 野田先生賞



Playful colors, runaway
From little me,
from the flower before the rain.
While living it all

3年5組 野田先生賞

いたずらな色、逃げていった。
幼い私から、 雨が降る前の花か
ら。それを生きている間に。

Cさん ＊どの英訳も素敵でしたが、あえて最優秀賞を選ぶなら…

■Playful（いたずらな）という単語を「色」につけることによって、「意地悪さ」
と「花と私が感じている悲しさ」を表現した。
■また、本文中にない私視点の表現を入れずに英訳したら分かりにくく感じたので、
分かりやすくlittle me（幼い頃の私）という語句を入れた。beautiful（美しい）な
どの分かりやすい単語を選ばなかった理由は、「幼い頃の私」という表現にするこ
とで、見た目だけでなく「心も輝いていた頃」ということを表すことができると
思ったからである。
■ 「わが身世にふる ながのせしまに」をWhile living it all（それを生きている間
に）と訳したことによって、人生・経験すべての間で変わっていったということが
伝わるようにした。また、この表現は「気がついた時にはもう変わっていた」や
「その瞬間は気が付かなかった」といったようなニュアンスも含んでいるため、
「悲しさと合わせると変わってしまっていた」や「気がつけなかった」といったマ
イナスな意味として捉えることができるようになる。



3年5組 野田先生賞野田先生のコメント

■Playful colors ran awayは「心が弾むような色彩がなくなってしまった」という
意味であるが、これが “いたずらに” 変化してしまった桜の色のもの悲しさを効果的
に表現している。英語では普通、形容詞playful「元気いっぱいな・じゃれた」と
colorsは一緒には用いない。例えば、vivid colorsであれば、形容詞vividが「鮮やか
な」という視覚に関する説明でcolorsを修飾しているが、これは vivid も colorsも
どちらも「目に見てわかるもの」という感覚だからである。一方、この作品内の
playfulは、色彩に関する情報ではなく、実際の行動が無邪気で冗談めいた様子を示
しており、視覚に関する名詞であるcolorsを説明する表現としては使うことができな
い。ただし、詩的な表現・比喩的表現として別個の感覚の表現を一緒にすることで、
比喩的表現を創造することができる。（言語学の世界ではこれを「共感覚比喩」と呼びます）

■ From little meは、run away from（～から逃走する）として続けて解釈できる。
little meという英語表現は一般的ではないが、「幼少の自分」とも解釈できる。今よ
りも若い頃に、既に達観してしまうくらいに様々な人生経験を重ね、「若くして既に
色あせたような自分がいた」と解釈するのは面白い。



3年5組 野田先生賞

■そこにfrom the flower before the rainと続くのも面白い（ran awayに続く2つ
目のfrom～と解釈することができるのも良い）。雨が降る前の、雨とともに地面に
落ちてしまう花。満開の時期なのに、心弾むようなキラキラした色合いがすでに色
あせ始めているという描写に読み取れる。

■動詞liveは通常は自動詞であるため、liveの後に目的語になる名詞は続かない。た
だし、他の動詞と同様に、liveにも他動詞の用法は存在する。live itと表記すると、
it は前述の内容としての life などを想起させる（live a ～ lifeで「～な生活をする」
という意味）。またはスラング的な意味合いでlive it all（人生を楽しみきる）とい
う表現がある。人生を謳歌している「一方」で（whileを「対比」として捉えた場
合） 、その人生という花の色自体は最初から（大人になる前から）褪せているもの
であり、人生とは何とむなしいものなのだろうと解釈することもできるのかもしれ
ない。（すべて野田の妄想です）

野田先生のコメント


